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１ はじめに 

地盤沈下の正確な把握やその要因解明は地盤沈下の防止を考える上で非常に重要である。県内の地盤沈下

は、1960、1970 年代当初から比べると沈静化しているが、現在も継続的に起こっている。県では年 1 回の

精密水準測量を実施し地盤沈下の把握を行っており、その結果によると最近でも年間 2cm を超える沈下が

毎年のように確認されている。また、2000 年頃から八街市・富里市付近を中心とする地盤沈下が目立つよう

になっている 1）がその要因は明確にされていない。そのため、地盤沈下の継続的な監視と要因解明のための

監視の高度化が必要であると考えられる。 
近年、人工衛星等からのマイクロ波レーダーにより 2 回以上の地表観測を行い、反射波の位相差から地表

の変動を把握する InSAR（干渉 SAR）を用いた県内の地盤沈下に関する研究がなされている 2), 3), 4), 5)。当セ

ンターでも、地盤沈下監視の時間的・空間的な高密度化やその地盤沈下の要因解明への適用可能性の検討を

目的に令和 2 年度に InSAR 解析用の機器を導入し解析を開始した。本稿では千葉県の北総から夷隅地域に

かけて実施した InSAR 解析の結果から 2020 年の地盤変動について報告し、精密水準測量との比較を行う。 
 
２ 解析条件及び対象範囲 

本研究ではソフトウエアは StaMPS/MTI6）を使用した。StaMPS/MTI は、2時期より多くの画像を使用し地表

変位を推定する InSAR 時系列解析の一種で、PS点と呼ばれる安定した反射の見られるピクセルに着目して解

析を行う PSInSAR 法による解析ソフトである。SAR 画像については欧州宇宙機関(ESA)の Copernicus 

Sentinel-1の 2017年 7月から2021年 4月までの114時期のデータを北行軌道及び南行軌道の2軌道分使用

した。干渉画像の作成等データの前処理には SNAP7)および SNAP2StaMPS8)を使用し、その後 StaMPS/MTI によ

る PSInSAR 解析を実施した。その際、電子基準点 93024(千葉松尾)周辺を参照点とした。北行軌道及び南行

軌道の結果から、LOS 分解 9)により垂直方向の変動を推定した。 

  

３ 結果 

 今回 InSAR により得られた対象地域の 2020 年の変動量を図 1a に、図 1a の各点を Kriging 法で補完し

そこに精密水準測量の結果 10)から得られたコンターを重ねたものを図 1b に示す。八街市・富里市付近の沈

下や九十九里地域の沈下などの分布は InSAR による結果と水準測量の結果が整合的であった。沈下量につ

いては全体的に InSAR による結果の方が若干過小に見積もられている傾向があるが、これは参照点を電子

基準点 93024(千葉松尾)に設定したためであると考えられる。また、例えば大網白里市の水準点 O-4 と水準

点 O-6 の中間に見られる隆起のような、水準点の配置の間隔の関係で水準測量では発見できていない局所的

な沈下や隆起が数カ所確認された。 
 水準点付近 100m 以内に PS 点を持つものについて、精密水準測量による変動量と InSAR による変動量

とを比較したものを図 2 に示す。これらはよい相関を示し、ほぼ傾きが 1 の直線を示した。大部分では較差

が 10mm 以内に収まっているが、成田市の北部や栄町印西市の一部で 10mm を超える場所があった。これ

らについては原因の究明が必要である。 
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４ まとめ 

 2020 年の地盤変動について、StaMPS/MTI6)を用いた PSInSAR 解析で推定した。変動量は水準測量とは

概ねよい相関を示し、水準測量では発見できないと考えられる局所的な沈下や隆起を発見することが出来た。

今後は定期的に解析を行い地盤変動の随時把握を行う。 
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図 2 水準測量と InSAR の比較
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